
　eco実験パフォーマーのらんま先生と一緒に不思議な実験で環境について楽しく学びませんか。

日時　８月18日日午前10時30分～正午（午前10時受
け付け開始）

場所　学びの里「めいりん」
内容　水や環境をテーマにした実験、世界一の大型空

気砲実験など
対象　小学生の親子
定員　300人（先着）
参加料　無料

申込方法　電話か専用フォームから申し込む
申込締切　８月２日金
問　環境・水循環課 （☎64・4828）

▲申し込みはこちら らんま先生

eco実験パフォーマー

らんま先生のサイエンスショー

　家から出るごみはどこへ行き、どうなっているのか？なぜ分別をしなければいけないのか？知られざるビュー
クリーンおくえつを見学して、分別マイスターになろう。普段は見られないリサイクル施設も見学できます。

分別マイスターへの道

ビュークリーンおくえつを見学しよう

日時　８月７日水、９月18日水、10月16日水、11月20
日水、令和７年３月５日水各日午後２時～３時30分

集合場所　ビュークリーンおくえつ事務所前
内容　ごみの分別やごみの現状についての解説、施設

見学、見学終了後、「ごみ分別マイスター」に認定
定員　各回10人（先着）
参加料　無料
対象　小学５年生以上

持ち物　飲み物、筆記用具
服装　長靴、不織布マスク、長袖、長ズボン、軍手
申込方法　電話か電子メールで申し込む
申込締切　各開催日の１週間前
その他　当日はヘルメットをかぶります
（貸し出し）

問　環境・水循環課 （☎64・4828）
　電子メール　kankyo@city.fukui-ono.lg.jp

詳しくはこちら▲

　市制施行70周年を記念して、おおの城まつり大花火大会の会場で、奥越太鼓保存会が祝いの太鼓を披露します。
演奏に合わせて一緒に太鼓を打ってくれる人を募集します。簡単なリズムで誰でも参加できます。一緒に思い出
をつくりましょう。

おおの城まつりを一緒に盛り上げよう

大花火×太鼓　参加者募集！

日時　８月13日火午後６時30分ごろ
場所　真名川憩いの島グラウンド
対象者　中学生以上
定員　約10人（先着）
参加料　無料

持ち物　タオル、着替え
申込方法　電話で申し込む
その他　７月中旬に練習会を１回予定しています
問　奥越太鼓保存会事務局
　（大野商工会議所内☎66・1230）

2024.7　広報おおの18



　上庄地区の歴史を調査研究している上庄歴史の会の会長が、江戸時代の城下町の様子について講演します。

歴史を学びたい人大募集！ 公民館リレー講座「大野を学ぼう」

大野城下町　享保年間～明治初期

日時　７月18日木午前10時～11時
場所　上庄公民館
対象者　市内在住の人
定員　20人（先着）
参加料　無料

申込方法　電話か専用フォームから申し込む
申込期間　７月１日月～16日火
問　上庄公民館 （☎64・1200）

申し込みはこちら▶

　公民館リレー講座　

年間スケジュール
開催月 講座の内容 開催地区
６月 史跡巡りウオーク＆下庄ふるさとかるた※開催済み 下庄地区
７月 江戸時代の城下町の様子 上庄地区
８月 飯降山のお堂、阿難祖洞窟 小山地区
９月 和泉地区の化石、発掘体験 和泉地区
10月 史跡巡りウオーク 乾側地区
10月 紅葉の小荒島登山 富田地区
11月 嵐かぶらトレッキング 五箇地区
11月 寺町巡り 大野地区
12月 地域の食材で郷土料理 阪谷地区

　現役高校生で民謡の保存と継承に取り組むＮＰＯ法人の代表を招いて、講演会と交流会を開催します。若者の
視点でのチャレンジや民謡の良さ、伝統文化を継承することの大切さなどについての講演や、敦賀市と大野市の
踊りを通じた交流をします。おおの城まつり演奏チームの音

お ん ど
人による生演奏、越前大野踊り保存会による踊りの

指導もあります。

ＮＰＯ法人代表の高校生が民謡愛を語ります！

 「文化」があなたをすきすきに

日時　７月27日土午後１時30分～３時（午後１時受け
付け開始）

場所　結とぴあ
内容　講演会と交流会
講師　ＮＰＯ法人とても敦賀すきすき
　理事長　森野巧巳さん
定員　約100人（先着）

参加料　無料
申込方法　電話か専用フォームから申し込む
問　大野商工会議所 （☎66・1230）

申し込みはこちら▶

　市内公民館が大野の魅力を
学ぶ講座を開催します。各地
区の特色ある講座をたくさん
受講して、市内のいろいろな
魅力を学びませんか？住んで
いる地区に関係なく誰でも受
講できるので
ぜひ参加して
ください。
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イ
ベ
ン
ト
・
催
し　

　

　
合
唱
団
清
ら　
第
14
回
定
期
演
奏
会

日
時　
７
月
７
日
日
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
文
化
会
館

内
容　
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
、
島
人

ぬ
宝
、
夕
焼
け
な
ど

ゲ
ス
ト　
松
谷
由
美
さ
ん

入
場
料　
５
０
０
円

問　
羽
根
田
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
４
６
８
５
・
６
３
６
２
）

　
認
知
症
や
介
護
の
こ
と
、
お
茶
を
楽
し　

　
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
し
ま
せ
ん
か
？

　
介
護
や
認
知
症
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
不

安
な
こ
と
や
気
掛
か
り
な
こ
と
な
ど
何
で
も

相
談
で
き
る
よ
ろ
ず
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

専
門
職
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
の
で
、
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
５
０
４
６
）

◆
結
の
カ
フ
ェ

日
時　
７
月
14
日
日
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
喫
茶
店
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ

内
容　
お
皿
で
苔
ア
ー
ト

講
師　
加
藤
美
恵
子
さ
ん

定
員　
20
人（
先
着
）

参
加
料　
１
０
０
円

持
ち
物　
使
わ
な
く
な
っ
た
皿
、
コ
ッ
プ
、
器

申
込
締
切　
７
月
12
日
金

問　
県
民
せ
い
き
ょ
う
大
野
き
ら
め
き

　
（
☎
66
・
１
２
１
１
）

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時　
７
月
19
日
金
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
和
が
家（
送
迎
可
、
☎
69
・
１
１
０
８

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

内
容　
わ
ら
べ
う
た

講
師　
図
書
館
職
員

参
加
料　
１
０
０
円

問　
和
が
家 （
☎
69
・
１
１
０
８
）

◆
や
わ
ら
ぎ
カ
フ
ェ

日
時　
７
月
８
日
月
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
み
つ
わ
九
頭
龍
店

М
カ
フ
ェ

内
容　
出
張
カ
フ
ェ「
脳
ト
レ
を
し
ま
し
ょ
う
」

問　
大
野
和
光
園 （
☎
66
・
６
６
６
０
）

◆
心
む
す
び
カ
フ
ェ

日
時　
７
月
11
日
木
午
後
0
時
30
分
～
３
時

場
所　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
ｉ
ｏ

内
容　
熱
中
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う「
予
防
対
策

の
工
夫
と
実
践
」

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
５
０
４
６
）

　
大
野
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
社
交
ダ
ン
ス
を
通
じ
た
生
き
が
い
、
仲
間

づ
く
り
、
そ
し
て
心
身
の
健
康
増
進
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く
体
を
動
か
せ

ば
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

日
時　

７
月
15
日
月
海
の
日
午
後
１
時
～

４
時

場
所　
結
と
ぴ
あ

内
容　
ワ
ル
ツ
、ル
ン
バ
、タ
ン
ゴ
、チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
、
ス
ロ
ー
、
ジ
ル
バ
、
サ
ン
バ

入
場
料　
４
９
９
円

問　
大
野
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　
伊
藤
さ
ん 

　
（
☎
０
９
０
・
８
２
６
０
・
７
６
１
４
）

　
第
８
回「
結
の
故
郷
・
里
芋
音
頭
」 

　
踊
り
大
会
＆
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
７
月
15
日
月
海
の
日
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所　
結
と
ぴ
あ

参
加
料　
無
料

持
ち
物　
飲
み
物

問　
「
結
の
故
郷
・
里
芋
音
頭
」愛
好
会　

羽

生
さ
ん （
☎
65
・
５
４
７
７
）

　
ふ
る
さ
と
大
野
今
昔
物
語 

　
～
写
真
が
語
る
、
戦
時
中
の
大
野
～

　
写
真
を
交
え
て
、
戦
時
中
の
大
野
の
暮
ら

し
ぶ
り
な
ど
を
学
ぶ
研
修
会
を
市
遺
族
連
合

会
青
壮
年
部
が
開
催
し
ま
す
。
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
に
も
伝
え
た
い
内
容
で
す
。
ぜ
ひ

家
族
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
３
日
土
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
結
と
ぴ
あ

講
師　
越
前
大
野
か
た
り
べ
の
会　
佐
々
木

正
祐
さ
ん

定
員　
約
50
人（
先
着
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
添
え

て
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
８
月
１
日
木

問　

福
祉
課 

（
☎
64
・
５
１
４
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ

66
・
０
２
９
４
）

ダムダム を見に行こう！見に行こう！
●九頭竜ダム・長野発電所会場
日時　７月27日土午前10時～午後４時
内容　水上巡視体験、カヤック体験、流木無料配布など
●真名川ダム・笹生川ダム会場
日時　７月28日日午前10時～午後４時
内容　ダム内部の見学、真名川発電所見学、ミニ水族館など
※気象条件などにより中止する場合があります
問　九頭竜川ダム統合管理事務所 （☎66・5300）

申し込み不要

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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教
室
・
講
座　

　

　
初
心
者
空
手
教
室

　
空
手
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
空
手
に
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
16
日
火
、
17
日
水
午
後
７
時
15

分
～
８
時
30
分

場
所　
結
と
ぴ
あ

講
師　
泉
空
館　
河
原
さ
ん
、
湯
口
さ
ん

対
象　
５
才
以
上（
保
護
者
同
伴
可
）

定
員　
10
人（
先
着
）

参
加
料　
無
料

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

服
装　
動
き
や
す
い
服
装

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
７
月
15
日
月
海
の
日

そ
の
他　
１
日
の
み
の
参
加
も
可

問　
泉
空
館　
河
原
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
２
０
３
７
・
３
２
５
３
）

　

お
知
ら
せ　

　

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
県
内
で
購
入
を

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
購

入
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ　

１
等
５
億
円
、

前
後
賞
各
１
億
円

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ　
１
等
３
０
０
０
万

円
、
前
後
賞
各
１
０
０
０
万
円

発
売
期
間　
７
月
８
日
月
～
８
月
８
日
木

価
格　
各
１
枚
３
０
０
円

市
役
所
に
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
臨
時
売
場
を
設

置
し
ま
す

日
時　
７
月
17
日
水
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

問　
（
公
財
）県
市
町
振
興
協
会 

　
（
☎
０
７
７
６
・
57
・
１
６
３
３
）

　
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
開
催

　
相
続
や
遺
言
、
営
業
許
可
や
農
地
転
用
な

ど
の
行
政
へ
の
許
認
可
、
外
国
人
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
身
近
な
困
り
ご
と
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
解
決
の
第
一
歩
は
相
談
か
ら
で
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
９
日
火
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

そ
の
他　
予
約
不
要

問　
県
行
政
書
士
会
大
野
支
部　
松
田
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
１
６
３
１
・
４
５
５
０
）

　
雑
誌
差
し
上
げ
ま
す

　
昨
年
、
図
書
館
で
購
入
し
た
雑
誌
を
希
望

者
に
1
人
３
冊
ま
で
差
し
上
げ
ま
す
。
た
だ

し
、
保
存
す
る
雑
誌
は
対
象
外
で
す
。

　
同
じ
雑
誌
に
複
数
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合

は
抽
選
し
ま
す
。
次
の
方
法
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
図
書
館
に
あ
る
所
定
の
用
紙
で
申

し
込
む

申
込
期
間　
７
月
15
日
月
海
の
日
～
31
日
水

結
果
発
表　
８
月
13
日
火
に
館
内
掲
示

引
き
渡
し
期
間　
８
月
13
日
火
～
31
日
土

そ
の
他　
申
し
込
み
の
な
か
っ
た
雑
誌
は
引

き
渡
し
期
間
中
、
図
書
館
に
展
示
し
、
自

由
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す

問　
図
書
館 （
☎
65
・
５
５
０
０
）

　
ご
み
の
祝
日
・
第
４
日
曜
日
受
け
入
れ

日
時　
７
月
15
日
月
海
の
日
、
28
日
日
午
前
８

時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
ご
み
の
分
別
と
減
量
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

場
所　
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ

問　
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

　
【
地
域
の
縁
結
び
さ
ん
主
催
】 

　
大
野
・
勝
山
地
区
縁
結
び
結
婚
相
談
会

日
時　
７
月
28
日
日
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
結
と
ぴ
あ

内
容　
県
の
研
修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
地
域
の
縁
結
び
さ
ん
」が
個
別
に
ア
ド
バ

イ
ス
や
お
相
手
紹
介
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す

対
象　
結
婚
を
考
え
る
20
歳
以
上
の
独
身
女
性

と
そ
の
親（
大
野
市
、
勝
山
市
在
住
者
限
定
）

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
７
月
26
日
金

問　
県「
地
域
の
縁
結
び
グ
ル
ー
プ
結
い
ザ
ウ

ル
ス
・
縁
結
び
の
会
」玉
木
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
８
２
６
９
・
８
５
２
９
）

　
【
女
性
限
定
】「
ふ
く
恋
」マ
ッ
チ
ン
グ 

　
シ
ス
テ
ム
利
用
登
録
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
県
と
市
町
で
運
営
す
る「
ふ
く
恋（
ふ
く
い

婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）」で
は
、
皆
さ
ん

の
結
婚
を
応
援
す
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
が
お
相
手

を
紹
介
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
運
用

や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
利
用
登
録
料
の
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
令
和
７
年
３
月
31
日
月
ま
で

内
容　
２
年
間
の
シ
ス
テ
ム
利
用
登
録
料（
１
万

円
）が
無
料

※
期
間
中
に
本
人
確
認
の
面
談
を
実
施
す
る

こ
と
が
必
要

対
象　
新
た
に
登
録
を
行
う
独
身
女
性

問　
こ
ど
も
支
援
課 （
☎
64
・
５
１
４
０
）

　
ふ
く
い
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
７
６
・
89
・
１
０
８
６
）

▲詳しくは
こちら
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お
知
ら
せ　

　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　
出
張
申
請

　
サ
ポ
ー
ト
受
付
中

　

市
役
所
へ
の
来
庁
が
難
し
い
人
や
企
業
、

団
体
な
ど
を
対
象
に
市
職
員
が
訪
問
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
で
き
あ
が
っ
た
カ
ー
ド
は
、
市
役
所
へ

行
か
ず
郵
送
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
ー
ド
の
取
得
が
ま
だ
の
人
は
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

問　
市
民
生
活
・
統
計
課 （
☎
64
・
４
２
４
６
）

　

募
集　

　
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹

候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
官
候
補
生
募
集

対
象　
18
歳
以
上
32
歳
以
下
の
男
女

受
付
期
間　
随
時

採
用
試
験　
男
性
９
月
25
日
水
、
女
性
９
月
26

日
木

◆
陸
上
・
海
上
・
航
空
一
般
曹
候
補
生
募
集

対
象　
18
歳
以
上
32
歳
以
下
の
男
女

受
付
期
間　
７
月
１
日
月
～
９
月
３
日
火

採
用
１
次
試
験（
男
女
）　
９
月
21
日
土

問　
自
衛
隊
大
野
地
域
事
務
所

　
（
☎
65
・
６
３
２
５
）

　
公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
再
就
職
を
目
指
す
た
め
の
職
業
訓
練
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

訓
練
期
間　
８
月
２
日
金
～
10
月
29
日
火

場
所　
ｅ
プ
レ
イ
ス
お
お
の

訓
練
科
名　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
習
得
科

訓
練
内
容　
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
基

本
操
作
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基

礎
知
識
の
習
得

定
員　
15
人（
選
考
あ
り
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
窓
口
で
直

接
申
し
込
む

申
込
締
切　
７
月
18
日
木

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野 （
☎
66
・
２
４
０
８
）

　
森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
前
に
届
け
出
を

　
森
林
整
備
計
画
区
域
内
で
立
木
を
伐
採
す

る
と
き
は
、
森
林
法
の
定
め
に
よ
り「
伐
採
お

よ
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書
」の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
伐
採
予
定
地
が
計
画
区
域
に
含
ま
れ
て
い

る
か
ど
う
か
の
確
認
は
、
農
業
林
業
振
興
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
日

・
伐
採
届
　
伐
採
を
開
始
す
る
日
の
30
日
か

ら
90
日
前
ま
で

・
伐
採
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告
書　
伐
採

後
30
日
以
内

・
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告

書　
造
林
完
了
後
30
日
以
内

届
出
方
法　
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
様
式
に
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
農
業
林
業
振
興
課（
市
役
所
１
階
⑨
番
窓

口
）へ
提
出

そ
の
他　
売
買
、
相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合

併
な
ど
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
と
き
は
、
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
90

日
以
内
に「
森
林
の
土
地
所
有
者
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
相
続
以
外
で

土
地
を
取
得
し
た
と

き
は
、
別
途
届
け
出

が
必
要
で
す

問　

農
業
林
業
振
興
課 

（
☎
64
・
４
８
１
８
）

　
20
歳
の
つ
ど
い
協
賛
事
業
者
募
集

　
20
歳
の
つ
ど
い
参
加
者
へ
の
お
祝
い
品
を

提
供
す
る
協
賛
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
お
祝
い
品
を
通
じ
て
、
地
域
全
体
で
20
歳

の
若
者
た
ち
を
お
祝
い
し
ま
せ
ん
か
。

協
賛
内
容　
20
歳
の
つ
ど
い
参
加
者
約
３
０
０

人
に
配
付
す
る
記
念
品
ま
た
は
抽
選
会
の
景

品
の
無
償
提
供

※
ク
ー
ポ
ン
券
や
割
引
券
な
ど
の
直
接
営
業

に
関
わ
る
も
の
は
対
象
外
で
す

※
お
祝
い
品
の
納
入
時
期
、
配
布
方
法
、
余

剰
分
の
取
り
扱
い
な
ど
は
相
談
の
上
、
決

定
し
ま
す

対
象
事
業
者　
市
内
に
事
業
所
な
ど
が
あ
り
、

市
税
な
ど
の
滞
納
の
な
い
事
業
者

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
し
、
生
涯
学
習
・
文
化
財
保
護
課

へ
提
出

申
込
締
切　
11
月
８
日
金
午
後
５
時

そ
の
他　
協
賛
事
業
者
名
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
20
歳
の
つ
ど
い
当

日
の
会
場
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
配

信
画
面
な
ど
で
紹
介
し
ま
す

問　
生
涯
学
習
・
文
化

財
保
護
課

　
（
☎
65
・
５
５
９
０
）

　
越
前
お
お
の
型
食
・
農
業
・
農
村　
　

　
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集

　
「
越
前
お
お
の
型
食
・
農
業
・
農
村
ビ
ジ
ョ

ン
」の
進
捗
管
理
や
市
の
食
育
と
農
業
、
農
山

村
の
方
向
性
、
次
期
ビ
ジ
ョ
ン（
令
和
９
年
改

訂
予
定
）の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
３
人
以
内

対
象　
市
内
に
在
住
か
勤
務
す
る
人
で
、
農

業
や
食
育
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の
人

（
高
校
生
を
除
く
）

任
期　
９
月
１
日
～
令
和
８
年
８
月
31
日

会
議
日
程　
年
に
２
回
程
度
、
原
則
と
し
て
平

日
の
午
後
７
時
か
ら
１
時
間
30
分
程
度
開
催

予
定

応
募
方
法
　
農
業
林
業
振
興
課（
市
役
所
１
階

⑨
番
窓
口
）に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
か
郵
送
、
電
子

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
提
出
。

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▲詳しくは
こちら

▲届出様式
　はこちら

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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応
募
締
切　
７
月
31
日
水
必
着

そ
の
他　
食
育
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
推
進

に
つ
い
て
協
議
し
検
討
す
る
大
野
市
食
育
推

進
会
議
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す

問　
農
業
林
業
振
興
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
８　
Ｆ
Ａ
Ｘ
65
・
１
４
２
４
）

　
〒
９
１
２
ー
８
６
６
６（
住
所
は
書
か
な
く

て
も
届
く
）

　

電
子
メ
ー
ル　

norin@
city.fukui-ono.

lg.jp

　
大
野
市
地
下
水
対
策
審
議
会
委
員
を
募
集

　
地
下
水
対
策
審
議
会
は
、
市
民
共
有
の
貴

重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
守
る
取
り
組
み

や
適
切
な
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。
地
下
水
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人
程
度

対
象　
市
内
在
住
で
、
大
野
の
水
に
関
心
が

あ
る
人

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

会
議
日
程　
年
に
１
～
３
回
程
度
、
原
則
と

し
て
平
日
の
昼
間
に
開
催
予
定

応
募
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
環
境
・
水
循
環
課（
市
役
所
１
階
⑩

番
窓
口
）に
持
参
か
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
提
出

応
募
締
切　
７
月
19
日
金
午
後
５
時

問　

環
境
・
水
循
環
課 

（
☎
64
・
４
８
２
８ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
66
・
１
１
１
８
）

　
〒
９
１
２
ー
８
６
６
６（
住
所
は
書
か
な
く

て
も
届
く
）

　

電
子
メ
ー
ル　

kankyo@
city.fukui-ono.

lg.jp

▲申込書は
こちら

▲申込書は
こちら

消防団員募集！消防団員募集！
　市では消防団員を募集しています。市内
在住または市内に勤務している18歳以上の
人なら誰でも入団できます。
　大切な人、友人、同僚そして大野市を災
害から守るために、力が必要です。詳しく
は問い合わせてください。

問　消防署警防課 （☎64・4898）

広　告

※１　家賃は収入に応じて変動します
※２�　それぞれ入居条件があります。詳しくは問い合わせてください

市営住宅などの入居者募集中
募集物件 募集戸数 受付

期間
選定
方法 問い合わせ先

高齢者向け賃貸住宅
※60歳以上

コーポ花山（牛ケ原） 20戸（１ＤＫ）
３戸（２ＤＫ） 随時 先着 光明寺福祉会

（☎65・7132）コーポめいりん（明倫町） ２戸（２ＤＫ）

特定優良賃貸住宅
東二番町家住宅（元町） ３戸（２ＬＤＫ）

随時 先着 交通住宅まちづくり課
（☎64・4815）西二番町家住宅（明倫町） ２戸（２ＬＤＫ）
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おおのおおの子育てつうしん子育てつうしん

　子育て支援センターは、子育てをしているおうちの人なら、どなたでも利用で
きます。平日のほか毎月２回土曜日の午前中開いています。（第１・第３土曜日）
※変更になる場合あり
問　地域子育て支援センター（結とぴあ内） 
 　☎65・7188  Eメール kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

ちっく・たっくは親子で参加できる子育て交流ひろばです。ショッピングモール
Ｖｉｏで、定休日を除く毎日開いています。（午前10～午後６）

【定休日】３日水・17日水…Ｖｉｏ定休日　　　　　　　　　　　問 ☎66・3775 詳しくはこちら
（ちっく・たっくホームページ）

ちっく・たっくの行事予定

♪�ママリフレッシュ講座～リフト
アップ！※要予約・限定８組

　日時：８日月午前10：30〜11：30
　講師：アロマセラピスト
　　　　辻小百合さん
　持ち物：�タオル、水（デトックス

効果のため）

♪�ママリフレッシュ講座～ストレッ
チ体操※要予約・限定６組

　日時：10日水午前10：30〜11：30
　講師：杉山美和子さん
　持ち物：�タオル、飲み物

♪�子育て塾～マイスターによる身体
測定と育児相談※要予約。母子手
帳をご持参ください

　日時：16日火午前10〜11：30
　講師：�福井高等学校　衛生看護

科教員　藤井千代美さん
　※�今月のお話「熱中症　家庭内で

の事故防止」

☆遊びの広場（たんぽぽ広場）
　対象：乳幼児とその保護者

日時：�毎週月～金午前９～正午（ランチルームは午
後０：30まで使用できます。おやつや昼食を
持参してお越しください）　午後１：30〜４

　　　�６日土と20日土午前９～正午（ランチルーム
は午前11：30まで使用できます）

場所：地域子育て支援センター（結とぴあ内）
≪主な行事≫（参加料無料）

【はさみでちょきちょき】３日水七夕飾りの製作①
午前９～②午前10～③午前11～④午後２〜（１時間
ごとに７人程度）※要予約

【ミュージックケア】10日水午前10：30～11：30　
講師：音楽療法士　上坂千津子さん※要予約

【２カ月児ちゃん集まれ】11日木午前９：15～10：15
【ままヨガ】16日火午前11～11：30　講師：ヨガ教師
飛石めぐみさん※要予約

【お日さま広場】18日木午前10～11：30　ミニ講座
「心を穏やかにして生活する方法」※個別相談とも
に要予約

【パパとベビーのふれあいヨガ 】20日 土11～11：30　
講師：ヨガ教師　飛石めぐみさん※要予約

【誕生会】22日月午前11～11：30　対象 ： ７月に誕生日や
ハーフバースデーを迎えるお子さんと保護者※要予約

【５カ月児ちゃん集まれ】25日木午前９：15～10：10
【ミニ講座「発達について」】25日木午前11～　講師：
助産師
＊�行事がない日の毎週月・木は、午前11時から保育

士による手遊びや紙芝居・絵本の読み聞かせなど
を行っています。詳しくは「あそびにおいでよ！」
をご覧ください。予約はいりません

☆�育児相談に専門職（保健師・管理栄
養士・保育士など）が応じます
日時：毎週月〜金午前９〜午後４
場所：地域子育て支援センター（結とぴあ内）
相談方法：直接お話、電話、メール、ｚｏｏｍ
※相談には予約がおすすめです
予約方法：�市公式ラインメニューから

子育て相談を選択、または
電話

▲詳しくはこちら

子育て支援センターの行事予定

予約は市公式ＬＩＮＥから▶︎

◎子育て支援センターの行事予定表“あそびにおいでよ！”は
市のホームページからも見られます
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児童デイサービスセンター くれよん教室
♥子どものことばや育ちの相談（要申込）
日時：随時開催  午前９～午後５
♥子どものからだとこころ専門医による相談（要申込）
月１回：希望する人はご連絡ください
問　児童デイサービスセンター（結とぴあ内 ☎65・8535）

　児童デイサービスセンター
では、ことばや発達などが気
掛かりな子どもの相談と療育
を行っています。いつでも問
い合わせてください。

▲詳しくはこちら

▲相談の申し込みは
こちら

保育所・認定こども園 開放日（未就園児）
☆☆公立保育所開放公立保育所開放（ほのぼの広場）（ほのぼの広場）※※要予約要予約

日時：２日火、16日火午前９：30～11
場所：公立保育所（あかね・荒島・阪谷・和泉）

いとよミライエこども園　毎週月水金午前10～11
　いとよっこ広場　30日火午前10～11
いなやまこども園　毎週水木金午前10～11
　　なないろ広場　16日火午前10～11※好きな遊び、水遊び、保育教諭による子育て相談
い な ほ こ ど も 園　毎週月水金午前10～11
　　なないろ広場　１日月午前10～11※好きな遊び、保育教諭による子育て相談
大 野 幼 稚 園　毎週火水木午前９：30～11：30
　  きらきらClub　２日火、４日木、９日火、11日木午前９：30～11：30
　　　　　　　　　※親子ふれあい遊び、絵の具遊び、園児との交流遊び、絵本の読み聞かせ、保育心理士
　　　　　　　　　　による子育て相談
開 成 こ ど も 園　毎週月水金午前９：30～11
　　にこにこ広場　10日水午前９：30～11※園児と一緒に遊びましょう
上 庄 こ ど も 園　毎週火木金午前９：30～11
　　ころころ広場　４日木午前９：30～11※シャボン玉遊びをしましょう
亀 山 こ ど も 園　毎週月水金午前10～11
　　かめさん広場　24日水午前10～11※水遊び、プール遊び
篠 座 こ ど も 園　毎週月水金午前10～11
　　　子育て広場　18日木午前10～11※人形劇鑑賞
誓 念 寺 こ ど も 園　毎週月水金午前９：30～11：30
　　なかよし広場　９日火、25日木午前９：30～11：30
誓念寺中野こども園　毎週火木土午前９：30～11
	　　なかよし広場　�未就園児専用の部屋を作りました。月〜金の午前９～11まで毎日利用できます。予約

はいりません

☆☆認定こども園開放認定こども園開放（上段は見学日、下段は（上段は見学日、下段は体験体験日です）※日です）※要予約要予約

集まれおおのっ子 ひとり親家庭等学習支援事業
ひとり親家庭などの小中学生が参加できる学習会です。宿題で分からないところや、つまずいひとり親家庭などの小中学生が参加できる学習会です。宿題で分からないところや、つまずい
ているところを習うことができます。ているところを習うことができます。
日時　６日土、13日土、20日土、27日土午前９時30分～11時30分※日程が変更になることもあります
場所　旧アドバンススクール（神明町1107番地）
その他　学習会に参加を希望する人は、こども支援課まで申請書を提出してください。申請書はホームペー

ジからダウンロードできるほか、こども支援課にもあります。郵送でも受け付けています
問　こども支援課 （☎64・5140）　大野市母子寡婦福祉連合会 （☎65・0360）

◎祝日・休日の場合を除く。詳しい内容は、各園
に問い合わせてください
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　県内の有効求人倍率は48カ月連続（令和５年９月末）で全国１位となるなど、中小企業の人材確保は厳しい状
況が続いています。少子高齢化が進行し、まさに「超人手不足時代」が到来している今、中小企業が持つべき心が
まえや、起こすべき行動は何でしょうか。
　経験豊富な人事コンサルタントの講師が、労働市場や新卒・中途採用に関する現状を解説します。また、採用
方針の策定から説明会や面接場面の進め方、内定後の社員定着に至るまで、幅広い観点で採用活動に関するノウ
ハウを、グループワークなどを交えて実践的に学びます。

超人手不足時代を乗り切る

中小企業のための「採用スキル」強化セミナー

日時　７月29日月午前９時30分～午後４時30分
※昼休憩１時間（昼食は各自）
場所　大野商工会議所
講師　（株）エニシードコンサルティング
　代表取締役　萩須清司さん
対象者　市内企業の人事・採用担当者、責任者
受講料　無料
定員　20人（先着）
申込方法　専用フォームから申し込む

申込締切　７月19日金
問　大野商工会議所 （☎66・1230）

申し込みはこちら▲講師：萩須清司さん

広告募集中
（１ヵ月 1枠 1万円）　　　２枠２万円
問い合わせ先

秘書広報室
（☎ 64・4825）

　金森長近公生誕500年を記念して、長近公にゆかりのある大野市、高山市、守山市、美濃市の親睦を深めるた
め、バスツアーを実施します。高山市、守山市、美濃市のツアー参加者とともに長近公ゆかりの地を巡ります。
また、参加者同士による交流会も行います。

日程　10月26日土、27日日
内容　１日目：田中学芸員による金森長近ゆかりの

地を巡るまちあるき（昼食付き）、交流会（夕食付き）
　２日目：九頭竜紅葉まつり観光
集合場所　城下町南広場
対象者　市内在住の20歳以上で歴史に関心のある人
定員　10人（抽選）
参加料　１人5000円（昼食と夕食代含む。当日集金）
申込方法　電話か専用フォームから申し込む

申込締切　７月31日水
問　秘書広報室 （☎64・4825）

大野市制施行70周年・金森長近公生誕500年記念

金森長近公ゆかりの都市交流ツアー参加者募集

申し込みはこちら▲金森家家紋 提供：大野市教育委員会

金森長近公

広　告
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大野市制施行５周年（昭和34年撮影）
　大野市制施行５周年を祝って、さまざまな
イベントが行われました。六間通りの中央に
は大きな広告塔が作られ、同時に金森長近公
350年祭も行われました。

（提供者：澤田武雄さん）

亀
きじょう

城銀行（大正11年撮影）
　明治30年に、現在の福井銀行大野支店の
駐車場に亀城銀行が設立されました。その後
は大正11年７月に大七銀行と合併、２年後
の８月に福井銀行と合併しました。

（提供者：養老昌男さん）

　大野の歴史・文化・伝統を記録した写真などを収集保存しています。家庭に古い写真などを持っ
ている人は、ぜひ連絡してください。皆さんの協力をお願いします。
問　生涯学習・文化財保護課 （学びの里「めいりん」内☎65・5590）

シリーズ「市制70年のあゆみ」

みんなの図書館 図書館の新着図書一覧はこちら▶

一般図書 児童図書

コタ、お前は落語家になりたいの？
豊田寿

こ た ろ う
太郎／著

今人舎
　祖父に林家木久扇、父に林家木久蔵
を持つ、落語家一家に生まれた豊田寿
太郎。特殊そうで案外普通の生い立ち
や日常、家族、趣味、仕事について、
高校生の視点で書かれています。

アンリくん、どうぶつだいすき
エディット・ヴァシュロン／文
ヴァージニア・カール／文・絵
徳間書店
　アンリくんと、仲良しのネコのミ
シェルくんは農場へ出かけることにな
りました。アンリくんは動物が大好き
ですが、ミシェルくんは動物が苦手で
す。文字を覚え始めた子どもにぴった
りの物語が３作入っています。

終活シェアハウス
御
み き

木本
もと

あかり／著
小学館
　大学生の速水翔太は、68歳の女性
３人が暮らすシェアハウスでアルバイ
トをしています。そこに新たな同居人
がやってきますが、彼女は初期の認知
症でした。さらにシェアハウス売却の
危機も迫る中で、シェアハウスの住人
４人で協力して生きていく物語です。

できあがり
彦坂有紀、もりといずみ／作
福音館書店
　ぎゅぎゅっと握ったご飯がありま
す。のりを巻いたら、はい、おにぎ
りのできあがり。ホットドッグやオ
ムライスなど、ページをめくると子

どもたちの大好きな食べ物ができあがる、美しい木版画で
描かれた絵本です。
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グループ Focus 市民の
ページ

こ
れ
ま
で
の
活
動

　

令
和
４
年
か
ら
年
４
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
親
子
で
和

菓
子
作
り
体
験
や
子
ど
も
だ
け
で
弁

当
を
作
り
、
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る

企
画
、
抹
茶
の
た
て
方
や
頂
き
方
な

ど
の
礼
儀
作
法
を
体
験
す
る
企
画
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
９
月
に
開
催
し
た「
性
教
育
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
回
は
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
当
時
の
写
真

を
、
成
長
し
た
子
と
母
親
で
一
緒
に

見
な
が
ら
、
出
産
の
思
い
出
な
ど
を

話
す
時
間
や
、
助
産
師
を
招
い
た
講

座
を
催
し
ま
し
た
。

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　
「
子
ど
も
も
親
も
、『
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
い
い
ん
だ
』と
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
」と
大
門
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
子
ど
も
は『
怒
ら
れ
る
か
ら
』と
だ

ん
だ
ん
と
行
動
を
我
慢
す
る
よ
う
に

な
り
、
親
は
親
で『
子
育
て
を
ち
ゃ
ん

と
し
な
い
と
』と
息
が
詰
ま
っ
て
し
ま

う
と
思
う
。
そ
ん
な
肩
の
力
を
ホ
ッ

と
抜
い
て
ほ
し
い
」と
、
安
井
さ
ん
は

東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
自
身
の
経

験
も
踏
ま
え
て
話
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
り
に
は
、
畳
に

寝
そ
べ
り
ゆ
っ
く
り
瞑め

い
そ
う想
す
る
時
間

を
つ
く
り
、
寺
の
静
か
な
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

中
は
、
子
ど
も
が
走
っ
て
も
騒
い
で

も
、
基
本
的
に
自
由
で
、
押
し
付
け

で
は
な
く
自
然
と
注
目
し
て
も
ら
え

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

　
「
寺
を『
何
か
あ
っ
た
ら
ふ
ら
っ
と

行
っ
て
み
よ
う
』と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
、
身
近
な
存
在
に
し
た

い
」と
、
大
門
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「『
親
も
子
も
、
大
野
で
こ
ん
な
に

楽
し
め
る
ん
だ
！
』と
、
孤
独
を
感

じ
る
お
母
さ
ん
が
１
人
で
も
減
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉

し
い
」と
安
井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
伸
び
伸
び
と
活
動
す
る
２
人
が
開

く
現
代
の
寺
子
屋
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
錦
町
に
あ
る
善
導
寺
の
副
住
職
大だ

い
も
ん
て
つ

門
哲
爾じ

さ
ん
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ「
お

お
の
そ
だ
ち
」で
大
野
を
親
子
で
楽
し
む
情
報
の
発
信
活
動
を
し
て

い
る
安
井
梨
菜
さ
ん
で
結
成
し
て
い
ま
す
。
自
ら
も
子
育
て
を
す

る
親
と
し
て
、「
こ
ん
な
場
が
欲
し
い
」と
い
う
思
い
を
源
に
、
寺

内
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

越
前
大
野  

お
や
こ
寺
子
屋

　走って、騒いで子どもた
ちは伸び伸び遊んでいま
す。そんな子どもも畳に寝
そべる瞑想では、自然と落
ち着くそうです。

イベント情報
などを配信▶

－ 親も子も「ありのままでいいんだ」と感じてもらえたら －

今年度も４回のイベントを
予定しており、直近の開催
は７月28日日です。
持ち込み企画も募集中です。

あ
り
の
ま
ま
で
楽
し
め
る
場
を
つ
く
る

広　告
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大野人 Interview

大
野
市
で
頑
張
っ
て
い
る
人
、
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
秘
書
広
報
室
ま
で　

☎
64
・
４
８
２
５

「
市
民
の
ペ
ー
ジ
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

市民の
ページ

受
賞
の
感
想
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
、
自

分
も
従
業
員
に
と
っ
て
も
自
信
に
な

り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー（
小
麦
な
ど
に
含
ま
れ
る
タ
ン

パ
ク
質
グ
ル
テ
ン
を
含
ま
な
い
）ス

イ
ー
ツ
に
挑
戦
し
た
の
は
、
自
分
の

息
子
が
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
ん
な
息
子

で
も
食
べ
ら
れ
る
お
い
し
い
ス
イ
ー

ツ
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で

し
た
。
試
行
錯
誤
の
日
々
は
大
変
で

し
た
が
、
こ
う
し
て
一
つ
の
結
果
に

つ
な
が
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
何
よ

り
こ
の
ス
イ
ー
ツ
で
小
麦
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
人
た
ち
に
笑
顔
に
な
っ

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

食
を
通
じ
て
伝
え
た
い
こ

と
は
何
で
す
か

　
一
つ
は
安
全
で
安
心
な
も
の
を
口

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
た
り
前
で
す
が
、
私
た
ち
の
体
は

自
分
が
食
べ
た
も
の
で
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
心
に
留
め

て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
店
で
は
農
薬
や
肥
料
を
使
わ
な

い
米
を
使
用
し
て
い
て
、
そ
れ
を
よ

り
体
に
優
し
い
玄
米
で
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
福
井
の
お
い
し
い

食
材
を
広
く
届
け
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
福
井
に
は
誇
れ
る
食
材
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
を
育
て
る
生
産

者
の
熱
意
も
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で

す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
が
い
て
初
め
て

私
た
ち
の
仕
事
が
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
生
産
者
の
た
め
に
も
、
素
晴
ら

し
い
食
材
を
広
く
届
け
る
こ
と
が
私

た
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
野
へ
の
思
い
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
水
を
は
じ
め
と
し
て
、
豊
か
な
自

然
が
何
よ
り
も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
子
ど
も
の
頃
は
よ
く
真
名
川
で

川
遊
び
を
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
自
然

が
育
む
食
材
は
本
当
に
お
い
し
く
て
、

店
で
も
大
野
の
里
芋
や
蜂
蜜
な
ど
を

使
っ
て
い
ま
す
。
料
理
と
い
う
形
で

広
く
大
野
の
食
材
を
届
け
、
生
産
者

を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
大
野
の
イ
ベ
ン
ト

に
親
子
で
参
加
し
た
り
、
豊
か
な
自

然
を
子
ど
も
に
触
れ
さ
せ
た
り
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
福
井
市
で
県
内
の
食
材
を
中
心
に
使
用
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
サ
ー
ル
」を
経
営
し
て
い
ま
す
。
佐
開
区
出

身
で
、
メ
ニ
ュ
ー
に
は
大
野
の
食
材
も
使
用
し
て
い
ま
す
。　

　

廣
瀬
さ
ん
が
開
発
し
た
、
米
粉
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
が
昨

年
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
※
で
最
高
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
受
賞
や
地
元
大
野
へ
の
思
い
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

※
食
の
専
門
家
に
よ
る
食
品
評
価
制
度

－ 体のため、そして生産者のため
　　　　　　地元のおいしいを届けたい －

佐
開
区
出
身

廣
瀬
　
一か
ず
と人 

さ
ん

ジ
ャ
パ
ン
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
最
高
賞
受
賞

　最高賞に輝いた「米粉のベイクドチーズケー
キ」。無農薬、無化学肥料の有機米でできた県
産玄米粉を使用し、厳選した食材やなめらか
な食感、アレルギーへの配慮などが評価され
ました。

公式ホーム
ページは
こちら▼

広　告
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　結とぴあとその周辺で福祉ふれあいまつりが開催
されました。「温もりあふれる結のまち」をテーマと
し、来場者やボランティアの人たち全員が笑顔で心
豊かにつながれるようにと企画され、当日はさまざ
まな世代の来場者でにぎわいました。
　屋外では消防車や自衛隊車両などの展示、防災
グッズの作成ができるブースなどが設けられ、参加
者は楽しく防災、防犯意識を高めました。
　屋内では人工呼吸器を使用して生活を送る人たち
を描いた映画上映会や点字・手話体験などが催さ
れ、福祉を身近に感じるブースが設けられました。

６
１ 支え合いの心を大切に　　

福祉ふれあいまつり開催

　本市の一大イベントである名水マラソンの開催が60回目を迎え、総勢3000人以上のランナーが新緑のまぶ
しい市内を駆け抜けました。大会当日は天候にも恵まれ、４部門で大会新記録が誕生しました。
　スタート、ゴール地点の市役所駐車場は、大野高校書道部や越前大野和太鼓祥雲によるパフォーマンスなど

で盛り上がりました。
　コース上では、名水による
給水所や大野銘菓が味わえる

「給スイーツ所」などが設けら
れ、沿道の熱い声援とともに
ランナーの力走を後押ししま
した。
　ゲストランナーの野口みず
きさんはハーフ部門のスター
ターを務めたほか、選手への
アドバイスで、スタート前の
緊張感を和ませたり、ゴール
付近で選手を迎え、ねぎらい
の言葉を贈っていました。

５
26 長 きにわたる名水の祭典　　　　　　　　　　　

60回目の越前大野名水マラソン開催

　平家平は、姥
うば

ヶ岳の中腹（標高600～1200㍍）のな
だらかな斜面の森林地帯のことで、一帯には約１万
本のブナの自然林が広がっています。
　特にブナが数多く自生している上記写真のエリア
は、登山口から片道約50分の散策で
到着でき、登山初心者でも楽しみな
がら訪れることができます。林の中
にはベンチが設けてあり、木漏れ日
や鳥のさえずりが登山者をいやして
いました。

５
30 日常を離れて深呼吸　

平家平のブナ林

平家平散策マップ▲

こんなことがありました！ 話題のひろば
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　６月上旬ごろから自然豊かな水辺を中心にホタル
が飛び始め、初夏の幻想的な風景が広がりました。
　上丁区では、多くの人にホタルやホタルの住む自
然環境に触れてもらおうと、毎年鑑賞会を実施して
います。今年は天候にも恵まれ、数多くの家族連れ
やカメラを持った人が幻想的な光の舞いに見とれて
いました。
　主催者からは、雄雌の見分け方や種類による光り
方の違いについての解説があり、楽しい学びのある
鑑賞会になりました。

６
７ 光の舞いにうっとり　

上丁でほたる鑑賞会
　34回目を迎えたわんぱく相撲おおの場所がエキ
サイト広場で開催されました。市内の小学１年生か
ら６年生の約50人が参加し、土俵の上で熱い取組
を繰り広げました。
　土俵際のせめぎ合いや裏をかく技の掛け合いな
ど、目を見張る場面も数多く、家族や友だちからの
大きな歓声が、小さな力士たちの熱い戦いを盛り上
げました。
　勝って喜ぶ子も負けて悔しそうにする子も取組の後に
は土俵に深々と一礼し、りりしい姿を見せていました。

６
９ 小さな力士の熱い戦い　　

わんぱく相撲おおの場所

　皆さんは「ふくい名水サーモン」を知っていますか。卵のふ化から育成、出荷までを清滝川の上流にある淡水
養魚場で行っているトラウトサーモンです。従来のふくいサーモンは、本市で育てた稚魚を嶺南の海に移して
養殖していましたが、約10年の試行錯誤を経て、今年春より本市で成魚までの養殖、通年での水揚げが可能に

なりました。
　取材に訪れた６月上旬
には稚魚、成魚合わせて
約10万匹がいけすいっ
ぱいに泳いでいました。
　育成にはおいしさの源
でもある本市の名水が使
われており、周辺の水資
源や生態系保全の取り組
みも徹底的に行い育てら
れています。
　本市の新たな名水の幸
は県内外に出荷されてい
ます。見かけた際はぜひ
ご堪能ください。

6
11 大 野の山からサーモンを出荷  　　　　

新たな名水の幸が誕生しました
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【
ジ
ャ
ガ
イ
モ
讃
歌
】６
月
に

は
白
い
花
を
咲
か
せ
て
初
夏

の
到
来
を
告
げ
て
い
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
収
穫
期
を
迎
え

ま
し
た
。
遠
目
に
は
白
く
見

え
ま
す
が
近
く
で
よ
く
見
る
と
薄
紫
の
花
弁
と
黄

色
い
花
芯
の
可か

れ
ん憐

な
花
で
、
ブ
ル
ボ
ン
朝
時
代
の

貴
婦
人
は
髪
や
胸
に
飾
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
石

川
啄
木
の『
一
握
の
砂
』の
中
に
は
馬ば

れ
い
し
ょ

鈴
薯
の
花
が

好
き
と
言
う
同
僚
の
女
性
教
員
に
寄
せ
る
思
い
を

詠
ん
だ
歌
が
あ
り
ま
す
▼
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
原
産
地

が
南
米
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
４
０
０
０
㍍
級
の
高
地

で
あ
る
た
め
寒
冷
地
で
も
痩
せ
た
土
地
で
も
育
つ

逞た
く
まし
さ
が
あ
り
、
北
極
圏
か
ら
赤
道
直
下
に
至
る

ま
で
地
球
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
▼
我
が
国
に
は
１
６
０
０
年
頃
に
ジ
ャ
ワ
島

か
ら
入
っ
て
き
て
以
後
、
度
々
発
生
す
る
飢
饉
の

時
、
過
酷
な
条
件
下
で
の
北
海
道
開
拓
の
時
期
、

戦
中
戦
後
の
窮
乏
期
な
ど
日
本
人
が
生
存
の
危

機
に
直
面
し
た
際
に「
お
助
け
芋
」と
し
て
多
く
の

人
命
を
救
い
、
ま
た
食
材
と
し
て
も
我
が
国
の
多

彩
な
食
文
化
を
支
え
て
き
ま
し
た
▼「
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
よ
う
な
人
」と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
歴
史
を
み
て
く
る
と
実
直
で
頼
り

に
な
る
人
を
評
す
る
の
に
ピ
ッ
タ
リ
の
表
現
だ
と

思
い
ま
す
。
福
井
県
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー「
地
味

に
す
ご
い
、
福
井
」に
倣
っ
て「
滋
味
で
す
ご
い
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
」と
言
い
た
く
な
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富
な
新
ジ
ャ
ガ
を
し
っ
か
り

と
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。（
風
談
坊
）

　天文10年（1541）、18歳になった金森長近公は、尾張国（今の愛知県西部）の織
お だ

田信
のぶひで

秀
に仕え、当時８歳だった織田信長の養育係になりました。
　天文21年に信秀が亡くなると、跡を継いだ信長に仕えました。信長を幼少の頃から知
る長近公は重要視され、親衛隊ともいえる「赤

あかほろしゅう
母衣衆」に

抜擢
てき

されました。
　弘治元年（1555）、今

いまがわよしもと
川義元軍の攻撃を防いだことか

ら、褒美として信長の名から一字を貰い、名前を「可
ありちか

近」
から「長近」に変えました。その後も桶狭間の戦い（永禄
３年（1560））や長篠の戦い（天正３年（1575））などで功
績を挙げており、戦上手だったことが分かります。
　しかし、信長の身辺で活躍していたため、まとまった
領地を手に入れることはできませんでした。
　次号（８月号）では、長近公の転機となった「越前一向
一揆攻め」について紹介します。

赤母衣のイメージ「一の谷合戦図屏風」（永青文庫所蔵）

生誕500年
金
かなもりながちかこう
森長近公 第３回　金森長近公と織田信長

市 民 の う ご き
令和６年６月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1634世帯（+２世帯）
人　口 3万137人（-48人）
〈男〉 １万4403人（-27人）
〈女〉 １万5734人（-21人）

◆５月中の内訳
　転入　 58人　　出生　  11人
　転出　 60人　　死亡　  57人

編

集

後

記

　

市
民
の
ペ
ー
ジ
で「
越
前
大
野
お
や

こ
寺
子
屋
」の
２
人
を
取
材
し
ま
し
た
。

取
材
で
大
門
さ
ん
が
副
住
職
を
し
て
い

る
善
導
寺
を
訪
れ
た
際
、
玄
関
に
一
歩

入
っ
た
時
に
鼻
を
抜
け
た
線
香
の
香
り

が
、
心
と
体
を
ス
ッ
と
落
ち
着
け
て
く

れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

取
材
中
も
座
敷
の
畳
の
香
り
が
心

地
よ
く
、
い
つ
も
以
上
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
な
が
ら
取
材
が
で
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　

大
門
さ
ん
は「
お
寺
を
身
近
な
存
在

に
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。
特
別
な

用
事
が
な
く

て
も
、「
ホ
ッ

と
し
た
い
」と

い
う
口
実
を

つ
く
っ
て
寺

を
訪
れ
て
み

る
の
は
い
か

が
で
す
か
。
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